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観
音
信
仰
と
江
戸
系
流
通

・
芸
能
民
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金

竜
山
浅
草
寺
等
関
係
史
料
に
よ
る
-

荒

井

貢

次

郎

1
 

考
察

の
起
点

近
世
、

江
戸
府
内

に
お
け
る
観
音
信
仰
の

一
大
拠
点
で
あ
る
、
天
台

宗

(現

・
聖
観
音
宗
総
本
山
)
・
浅
草
寺

(本
尊
.
 聖
観
世
音
菩
薩
、
坂
東
札

所

・
第
13
番
、
江
戸
札
所
第
-
番
)
は
、
同
寺
刊
行
の
パ
ン
フ
レ

ツ
ト

『
金

竜
山
浅
草
寺
』
の
浅
草
寺
縁
起
に
よ
る
と
、
「浅
草
寺

の
起
源
を
た
ず

す
い
こ

ひ
の
く
ま
は
ま
な
り

た
け
な
り

ね
る
と
、
推
古
天
皇
36
年
(
6
2
8
)

3
月
18
日
の
早
朝
に
桧
前
浜
成

・
竹
成

の
兄
弟
が
宮
戸
川

(墨
田
川
)
に
漁
携
中
、
思
い
が
け
ず

一
躰
の
御
仏
像

は
じ
の

な
か
と
も

を
感
得
し
た
。

こ
れ
を
郷
族
土
師
中
知
に
示
し
た
と
こ
ろ
聖
観
世
音

の

尊
容
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
深
く
帰
依
し
て
こ
れ
を
機
縁
に
中
知
は
出

家
し
、
自
宅
を
改
め
て
寺

と
な
し
、
観
音
像
を
奉
安
し
て
礼
拝
供
養
に

し
よ
う
か
い

生
涯
を
捧

げ
た
。
後
、
大
化
元
年

(
6
4
5
)

勝
海
上
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
、

観
音
堂
を
建
立
し
、
夢
告
に
よ
り
御
本
尊
を
御
秘
仏
と
定
め
ら
れ
た
。

現
本
堂
建

立
の
際
出
土
し
た
数
々
の
遺
物
に
よ
り
少
な
く
も
奈
良
朝
に

が

ら
ん

は
大
寺
と
し
て
の
伽
藍
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
武

蔵
野
の

一
画
、
浅
草
の
地
は
観
音
参
拝
の
信
徒
が
増
す
に
つ
れ
て
発
展

し
、
平
安
朝
初
期
に
は
当
山
の
中
興
開
山
と
な
ら

れ
た
慈
覚
大
師
が
来

お

ま
え
だ
ち

み

え
い
は
ん
ぎ

山
さ
れ
、
御
秘
物
を
模
し
て
御
前
立
の
御
本
尊
と
御
影
版
木
を
謹
刻
さ

れ
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
将
軍
の
帰
依
を
厚
く
し
た
浅
草
寺
は
、
次
第
に

外
護
者
と
し
て
歴
史
上
有
名
な
武
将

・
文
人
の
信
仰
を
集
め
、
伽
藍

・

き

が
ん
し
よ

道
場
の
荘
厳
を
増
し
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
は
幕
府

の
祈
願
所
と
定
め

ら
れ
て
堂
塔塔
の
威
容
は
さ
ら
に
整
い
、
江
戸
文
化

の
中
心
と
し
て
栄
え

た
。

か
く
し
て
浅
草
寺
は
、
「浅
草
観
音
」

の
名

称
で
全
国
的

に
人

々

に
親
し
ま
れ
、
日
夜
参
拝
者
の
絶
え
る
こ
と
な
く
民
衆
信
仰

の
中
心
地

と
な

っ
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
幕
府

の
膝
元
に
あ

っ
て
、
代
表
的
な
盛
り
場
の

一
つ
で
あ
る
、

お
く
や
ま

こ
こ
浅
草
寺
支
配
の

「奥
山
」
の
地

は
、
零
細

な
小
商
人
、
見
世
物

て

き

や

師
、

香
具
師
、
乞
胸
等
が
集
中
し
、
ま
た
、
公
娼
街

・
新
吉
原
に
対
し

て
、
有
力
な
私
娼

の
蝟
集
す
る
売
春
産
業
の
地
と
し
て
も
繁
昌
し
た
。

そ
う
し
た
賎
民
系
業
者
の
う
ち
で
も
、
芸
能
専
門

の
業
者
と
芸
能
を
客
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寄
せ
の
手
段

と
し
た
零
細
な
小
商
い
人
の
間
で
、
長
吏
頭
支
配
に
つ
き

訴
訟
が
起

っ
た
、
香
具
師
対
乞
胸
の
事
案
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
諸

種

の
下
層
民

の
稼
ぎ
場
が
、

こ
こ
奥
山
の
地
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
人

び
と
は
、
境
内
地
の
周
辺
に
居
住
し
、
生
計
の
資
を
奥
山
で
の
営
業
で

収
得
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
生
態
は
、
ま
さ
に
観
音
信
仰
の
利
益
に
預

っ
て
さ
さ
え
ら
れ
て
き
た
。

2
 

観
音
信

仰
に
よ
る
札
所

(霊
場
)
浅
草
寺

徳
治
元
年
 
(
一
三
〇
六
)
 頃
の

『
と
は
ず
が
た
り
』
に
、

「武
蔵
国

へ

か

へ
り
浅
草
と
中
す
堂
あ
り
…
…
霊
仏
と
中
す
も
ゆ
か
し
く
て
参
る
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
世
、

す
で
に
観
音
霊
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。浅
草
寺
蔵

「浅
草
寺
縁
起
」

の
う
ち
、
(
1
)
応
永
年
間

(
一
三
九
四
-
一

す
み
よ

し
と
も
の
ぶ

四
二
八
)
版
本
、
(
2
)
慶
安
五
年

(
一
六
五
二
)
、
住
吉
具
慶

・
筆
本
、
(
3
)
承

か

の
う
う
じ
の
ぶ

応
三
年

(
一
六
五
四
)
、記
録
本
、
(
4
)
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
)
、狩
野
茂
信
・

筆
本
。

の
四
書
で
は
、
浅
草
寺
を
も

っ
て
、
「
坂
東
十

三
番
」
札

所
と

し
て
の
記
述

は
な
い
。

元
和
三
年

(
一
六
一
七
)
頃

の

『丙
辰
紀
行
』
に
、

「
男
女

の
群
集
す

る
こ
と
京

の
清
水
よ
り
多
く
見
え
け
る
」
と
あ
り
、
明
和
八
年

(
一
七

七
一
)
刊
、

『
坂
東
観
音
霊
場
記
』
に
は
、
「天
正
年
中
よ
り
堂
社
僧

院

湧
く
が
如
く
起
り
、
坂
東
無
双
の
巨
藍

と
な
る
」
と
見
え

て
い
る
。

『武
江
披
砂
』
等

に
れ
ば
、
関
東
最
初
の
伽
藍
で
あ

っ
て
、
霊
験
は
無

双
の
所
な
り
と
い
っ
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。

江
戸
時
代

の
安

永

(
一
七
七
二
-
八
一
)
、
寛
政

(
一
七
八
五
-
一
八
〇

一
)
年
間
頃
、
川
柳
に
、

十
二
番
迄
は

ね
っ
か
ら
さ
え
ぬ
寺

江
戸
自
慢

十
三
番
が

此
く
ら
い

坂
東
札
所

の
成
立
は
、
鎌
倉
時
代
と
い
わ
れ
て
お
り
、
源
頼
朝
と
そ

の

一
族
の
熱
い
観
音
信
仰
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
。

そ
れ
故
に
鎌
倉
に

第

一
番
の
札
所
が
お
か
れ
て
い
る
(鎌
倉
.
 大
蔵
山
。
杉
本
寺
)
。

享
保
四
年

(
一
七

一
九
)
、
本
尊
開
帳

・
記
念
出
版
の
縁
起
書

『
金
竜

と
し
ま
の
こ
お
り

山
浅
草
寺
観
世
音
御
伝
記
』
に
、
「抑
、
武
蔵
国
豊

島

郡
金
竜
山
浅
草

寺
な
る
観
世
音
は
、
坂
東
拾
参
番
の
霊
地
に
て
三
国
無

双

の
仏
閣

な

り
」
と
あ
る
。

さ
ら
に
、
寛
文
二
年

(
一
六
六
二
)
刊

『
江
戸
名

所
記
』
、
延
宝

五
年

(
一
六
七
七
)
刊

『江
戸
雀
』
、
元
禄

二
年

(
一
六
八
九
)
刊

『江
戸
惣

鹿

子
名
所
大
全
』
の
三
書
で
は
、
浅
草
寺
の
記
事
の
な
か
に
は
、

こ
の
寺

を
も
っ
て

「坂
東
札
所
」
で
あ
る
と
す
る
記
述
は
見
い
出
せ
な
い
。

享
保

一
七
年

(
一
七
三
二
)
刊

『江
戸
砂
子
』

に
、

「当
寺
は
坂
東
順

礼
十
三
番
の
札
所
な
り
」
と
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
室
町
末
期
と
推
定
で
き
る
西
国

・
坂
東

・
秩
父
の
札
所

「百
観
音
札
所
」
巡
礼

の
発
生
と
と
も
に
、
巡
拝

が
盛
行
し
た
も
の
と

い
え
る
。
そ
れ
を
裏
ず
け
る
証
言
と
し
て
は
、
文

化

一
〇
年

(
一
八
憎

三
)
、
松
平
冠
山
侯
編
述

『浅
草
寺
志
』
に
よ
る
と
、
当
時
、
浅
草
寺
伝

観
音
信
仰

と
江
戸
系
流

通

・
芸
能

民
 
(
荒

井

)
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観
音
信
仰

と
江
戸
系

流
通

・
芸
能
民
 
(
荒

井
)

存

の
巡
礼
者

の
奉
納
額
、

供
養
塔

に
、
立
証
さ

れ
る
。

つ
ま
り
、
宝

暦
、

天
明
、
寛
政
、
享
和
、
文
化
年
号
を
記
さ
れ
て
あ
る
。

浅
草
寺

が
江
戸
に
観
音

・
三
三
札
所
が
設
け
ら
れ
る
と
、
そ
の
第

一

番
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。
享
保

二
〇
年

(
一
七
三
五
)
刊

『続
江
戸

砂
子
』
に

「江
都
三
十
三
観
音
」
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。

浅
草
三
十
三
札
所
と
し
て
は
、
『
浅
草
三
十
三
所
観
音
順
書
』
に
は
、

「
一
番
浅
草
寺
」
と
誌
さ
れ
る
。

3
 

浅
草
寺

と
奥

山

寛
保
四
年

(
一
七
四
四
)
七
月

一
七
日

『浅
草
寺
日
記
』
の
記
事

(第

一
巻
・
二
六
頁
)
に
、

観
音
境
内
に
お
ゐ
て
女
之
曲
馬
見
セ
物
有
レ之
由
、
曲
馬
之
類
ハ
佐

々
木
平

馬
方
汐
願
届
無
レ之
候
而
ハ
難
レ成
筋
二
候
間
、
弥

・
打
続
、
右

・
見
セ
出
し

度
候
ハ
ハ
、
平
馬
方
澄
此
方
へ
届
有
レ之
様
可
レ被
レ致
候
、
左
も
無
レ之
候
ハ

ハ
、
内
々
二
而
穏
便
二
為
二取
払
一候
ハ
ハ
、
可
レ然
之
由
、
被
レ申
候
由
二
而

梅
園
院
罷
帰
候
問
、
早
速

・
堂
番
呼
寄
致
二吟
味
一候
処
、
最
早
・
相
仕
舞
中

由
ニ
付
、
早
々
・
明
日
中
、
小
屋
迄
・
取
払
様
二
中
渡
之

広
重
の
錦
絵
の
う
ち
で
、
「
金
竜
山
浅
草
寺
」
を
見

る
と
、
現
在

よ

り
も
、
は
る
か
に
境
内
が
広
く
、
そ
こ
に
は
、
各
種
類
の
見
世
物
、

大

道
芸
人
の
芸
が
行
わ
れ
て
い
る
し
、
多
く
の
人
び
と
が
、
そ
こ
に
群
ら

が
っ
て
い
る
。

江
戸

・
神
田
維
子
町
に
住
む
町
名

主

・
斉
藤
月
琴

の

『
日
記
』
(文

政

一
三

〔
一
八
三
〇
〕
-
明治
八
年

〔
一
八
七
五
〕
・
計

・
三
八
冊
・
未
刊

・
欠

本
あ
り
、
東
大
史
料
編
纂
所
.
 36
冊
、
早
大
・
大
東
急
文
庫
各
-
冊
)
の
天
保

一
〇
年

(
一
八
三
九
)
九
月
二
五
日
の
条

に

「浅

草

へ
参
る
。
西
之
宮

宮
よ
せ
に
て
吉
田
千
由
人
形
早
替
り
見

る
。」
。
九
月
三
〇

日

の
条

に

「浅
草
地
内

・
西
宮
よ
せ
に
て
人
形
芝
居
見
る
。」
と
あ

り
、

こ
れ

に

よ

っ
て
、
境
内
に
西
の
宮
寄
席

(西
之
宮
寄
せ
)
が
あ
り
、
そ
の
寄
席
芝

居
が
面
白
か

っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

天
保

一
二
年

(
一
八
四
一
)
九
月

一
一
日

の
条

に
、
月

琴
宅

へ
、
香

具
師
系

の
コ
マ
廻
し
師

・
松
井
源
水
が
手
拭
を
も

っ
て
挨
拶
に
き
た
と

記
し
て
あ
る
。
源
水
は
、
代

々
、
浅
草
寺
境
内

の
奥
山
で
曲
独
楽
の
妙

技
を
見
世
物
と
し
て
い
る
。
安
永
七
年

(
一
七
七
八
)
以
降
、
大
和
郡
山

の
ぶ
と
き

げ

し

藩
主

・
柳
沢
信
鴻
は
、
奥
山
で
、
源
水
の
コ
マ
廻

し
、
芥
子
之
助

の
手

妻
 
(手
品
)
 を
よ
く
見
物
し
て
い
る
。

『江
戸
名
所
図
会
』
で
は
、
浅
草
寺
奥
山
に
楊
弓
場
が
建
ち
並
び
、

千
本
桜
が
植
え
た
広
場
が
あ
る
。
千
本
桜
、
楊

弓

場

の
前

の
あ

た
り

に
、
小
屋
が
け
の
見
世
物
、
秋
と
も
な
れ
ば
、
「
菊
人
形
」
な
ど

の
見

世
物
が
か
か
る
。

こ
れ
が

「菊
屋
敷
」

の
常
設
場

と
な
る
。
ま
た
、
平

賀
源
内
著

「風
流
志
道
軒
伝
」
(宝
暦
一
三
年

〔
一
七
六
三
〕
刊
)
に
よ
る

と
、
志
道
軒
と
い
う
見
せ
物
が
あ

っ
て
軍
談
を
語

っ
て
人
気
を
集
め
た

と
あ
る
。

や

ば

楊
弓
場
 
(矢
場
)
 女
の
私
娼
化
が
、
奥
山
で
現
わ
れ
て
い
っ
た
。
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4
 

流
通
経
済
民

「
香
具
師
」
と
芸
能
民

「
乞
胸
」

「乞
胸
」
と

「香
具
師
」
の
職
能
に
つ
い
て
、
公
的
に
、
そ
れ
を
、

い
か
に
規
定
さ
れ
た
か
を
、
寛
政
八
年

(
一
七
九
六
)
二
月

の
乞
胸
対
香

具
師
訴
訟

・
関
係
書
を
通
し
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

乍
レ
恐
以
二書
付
噌奉
二願
上
噌候

は
た
ご
ち
よ
う

だ
な

と
し
ま
ち
よ
う

浅
草
旅
籠
町
壱
丁
目

・
勝
蔵
店

・
兵
助
、

豊
島
町
壱

丁
目

・
孫
兵
衛
店

・
清

あ
い
き
よ
う

次
郎
、

右

・
両
人
、
奉

申
上

一候
、

私
共

儀
、

年

来
、
香

具

・
売

薬

・
愛
敬

よ
し
ず
が
こ
い

な

ど

見
世
物
と
申
、

葭
餐
囲
仕
、

入

ロ

ニ
て
、
銘

々

・
家
伝

薬

・
香

具
杯

と
を
商

ひ
家
業
仕
来
候

処
、

去

ル
亥
年

よ
り
下
谷
山
崎

町
弐
丁
目

・
甚

五
郎

店

・
乞

胸
頭

・
仁
太
夫
、
如
何

・
相
心
得
候
哉
、

面

々

・
手
下

之
家
業

と
中
、

鑑
札

ひ
と
り

ま
え

を
渡
し
、
壱
人
前
よ
り
毎
月
・
四
拾
八
文
宛

・
受
取
候
様
、
致
候
得
共
、
元

は

来

・
仁
太
夫

・
家
業

之
儀
者
、

あ
や
と
り

つ
じ
ほ
う
か

さ
る
わ
か

ま
ん
ざ
い

し

か
た
の
う

も
の
よ
み

こ
う

綾
取
、
辻
放
下
、
猿
若
、
か
ら
く
り
、
江
戸
万
才
、
仕
形
能
、
物
読
、
講

し
や
く

じ
よ
う
る
り

せ
っ
き
よ
う

も
の
ま

ね

っ
じ
か
ん
じ
ん

釈
、
浄
留
理
、
説
教
、
物
真
似
、
辻
勧
進
、

け
つ
し
て

右

・
拾
弐
ケ
条

之
由
、

及
レ
承
候

二
付
、

右
之
類
は
、
決
而

不
レ
仕
候
、

私

共

家
業
之
儀

ハ
左

之
通

に
御
座
候

反
魂
丹
売

同

同

歯
磨
充

同

同

居
合

抜

曲
靱

唱
麺
し

軽

業

見
世
物

覗

懐

中
掛
香
具

諸

国
弘

商
人

辻
療
治
膏
売

薬
売

蜜
柑

・
梨

子

・
砂
糖
漬
売

小
間
物
売

火
打

ほ

く
ち

保
口
売

諸
国
妙
薬
取
次
店

右

・
拾
三
通
之
儀
者
、
享
保
二
十
年
卯
十

一
月
中
、
大
岡
越
前
守
様
御
勤
役

之
節
、
御
番
所
様
江
私
共

・
家
業
之
者
被
二召
出
、
拾
三
通
之
趣
、
遂

一
・

御
糺
之
上
、
御
聞
済
被
レ遊
候
二
付
、
難
レ有

・
家
業
仕
来
候
処
、
仁
太
夫
・

手
下

に
相
成
候
て
は
、
猿

若

・
門
立
同
様

二
相
成
、

田
舎
在

々
、
諸
商
人

・

拾
三
通

リ
之
附

合
致
し
兼

・
諸
国

・
市
町
等

江
罷
出
候
節
、
泊

宿

・
其
外

・

そ
れ
ゆ
え

諸
事

二
差
支
、

難
儀

・
至
極
仕
、

夫
故

・
渡
世
相
成
兼
、

日

々

・
暮

方

・
困

窮
仕
候

二
付
、

無
二是

非

一今

般

・
奉

二
願
上

一候
、

何
卒

・
御
慈

悲
を
以

て
、

古
来

の
通

・
仁
太
夫
差
構
無
レ
之
、

家
業
体

・
手

広

二
仕

候

様

・
被
二
仰

付

一

被
二
下
置

一候
様

・
願
上
候
、

前
書

之
趣

・
御

聞

済

被
二
成

下

一願

之
通

・
被

二

仰
付

一被
二
下
置

一候

バ
バ
、

難
レ
有
仕
合
奉
レ
存
候
、

以
上
。

寛
政

八
年
辰

二
月

浅
草

之
旅
籠
町
壱

丁
目

・
勝
蔵
店

願
人

兵

助

(印)

家
主

勝

蔵
(
印
)

豊
島
町
壱

丁
目

・
孫
兵
衛
店
願
人

清
次
郎
(
印
)

家
主

孫
兵
衛
(
印
)

こ

こ
に

い

う
乞

胸

は
、

明

治

四
年

(
一
八
七

一
)
八
月

二

八

日

の
太

政

官

布

告

す

な

わ

ち
、

所

謂

「
解

放

令

」

に

よ

っ
て
賎

民

か

ら
解

放

さ

れ

た
。

ま
た
、

香

具
師

(
て
き
や

・
や

し
)

は
、

明

治

五
年

(
一
八
七
二
)
七

月

八

日

・
太

政

官

布

告

の
解

放

令

は
、

次

の
通

り

で
あ

る
。

従
来
、

香
具
師
と
唱
来
候

名
目
、

自
今

・
被
二
廃
止

一候
事

但

銘

々

・
商
売

ノ
儀

ハ
可
レ
為
二
勝
手

一事

と

あ

り
、

親

方

に
よ

る
家

業

独

占

は
禁

止

さ

れ

た
。

〔主
要
参
考
書
〕

「
日
本
法
令
全
書
」
(
明
治

四

・
五
年

の
部
)
。
石

井

良

助

編

「
近
世
関
東

の
被
差
別
部
落
」
(
明

石
書
店
)
。
荒
井
貢
次
郎

「
近
世
被

差
別
社
会

の
研
究
」
(
同
書
店
)
。

(
大
正
大
学
講
師
)

観
音
信
仰
と
江
戸
系
流
通

・
芸
能

民
 
(
荒

井
)
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